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鹿沼秋まつり彫刻屋台

「天神町」
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国際ロータリー第2550地区【栃木】2024-2025年度

ガバナー月信

ガバナー

強化月間
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主要行事予定

物故会員

委員長
寄稿

2024-2025.03

地区大会の
ご案内

コーディネーター
NEWS

地区大会記念
ゴルフ大会
参加者募集中
9月30日まで

地区大会記念

https://www.rid2550.com/
https://drive.google.com/file/d/1zxkpADRDVVKzLRxeeamHInBOCw43JOxJ/view?usp=sharing
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2024-25年度テーマ��
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ステファニー・アーチックRI会長は、ロータリーのマジッ

クを強調します。ロータリー会員はプロジェクトを完了す

るたび、寄付するたび、新会員を迎えるたびに、マジック

（魔法）を生み出しているとアーチック会長は述べます。

�つの
テスト
＜言行はこれに照らしてから＞

1 真実かどうか
2 みんなに公平か
3 好意と友情を深める
4 みんなのためになるかどうか



国際ロータリー第2550地区 2024-25年度ガバナー

　親愛なるロータリアンの皆様こんにちは。
毎日暑い日が続きますが、負けることなく楽し
いロータリー活動をされていることと存じま
す。
　さて今月9月は「基本的教育と識字率向上月
間」です。読み書きのできない15歳以上の人
の数は、世界に約7億7500万人で、これは、全
世界の成人の17％にあたります。そして、学校
に通っていない子供は世界に6700万人いる
と言われています。その原因は、戦争や紛争、
教育の環境、女性に不利な慣習や差別などが
あげられます。
　国際ロータリーはこの現状に対し、教育支
援を行い成人の識字率向上に努めています。
読むことは人を豊かにし、話すことは人を機敏
にし、書くことは人を確かにする。
　イギリスの哲学者、フランシス・ベーコンの
言葉です。ベーコンは、哲学者としてだけでは
なく、政治家、法学者としても活躍しました。ま
た、「知は力なり」という名言を残し、科学思想
に大きな変革を促した人物でもあります。た
だ知識を得るだけでなく、実際にその知識を
力にすることが重要だとベーコンは説きまし
た。本を読むことで自分の知識を増やすこと

鹿沼ロータリークラブ
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ガバナーメッセージ��

ができます。そして、話すことで、自分とは異な
る考え方や視点を持つ人と出会い、自分の視
野が広がることで、問題にぶつかったとしても
対応できる機敏さが身につくはずです。そし
て、書く、つまりアウトプットすることで自分の
知識を確固たるものにすることができます。
　現代の情報社会では、情報が溢れ、情報を
得ただけで満足してしまいがちですが、単な
る知識として放置せず、話す、書くなどアウト
プットすることで自分自身の「力」にしていくこ
とが大切です。
　この月間にロータリアンの皆様も、世界の
識字率の現状と教育の大切さを改めて認識し
て頂きロータリー活動に努めていただきたい
と思います。
　最後に来る令和6年12月1日「ロータリーの
楽しみを学び、鹿沼を知って、最高のジャズを
聴いて、ロータリアンである自分に誇りを」を
大会テーマに、かぬまケーブルテレビホール
にて地区大会本会議が開催されます。現在、
着々と準備が進められています。どうぞ皆様の
ご参加を心よりお待ち申し上げております。
「シウマイの街鹿沼」でお会いしましょう。
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市田  登
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ロータリーの友 地区代表委員

　コロナウイルス感染症の脅威が一段落しま
したが、人間の活動によりアフリカ大陸でまた
新たなウイルスの出現に翻弄されるこの頃で
す。
　さて、第2550地区の市田登ガバナーは、「地
区目標」を　～ロータリーを楽しもう～　と掲
げました。コロナ禍の時を経てそれまでの活
動を見直し、新たなロータリーの活動方針を
たてロータリーを楽しむことを重点項目としま
した。その一つにロータリーの友の活用があ
ります。「ロータリーの友」の情報を是非活用
していただきたいのです。
　皆様にお届されている「ロータリーの友」
は、ロータリアンの為の機関・情報誌です。横
組のページには、RIの指定記事、ロータリーの
特別月間の関連記事、特集、地区やクラブの活
動などが掲載されています。縦組のページに
はロータリアン個人としての意見や経験談、エ
ッセー、俳句や短歌・川柳の投稿、講演録など
が掲載されています。会員歴の浅い方や、ロ
ータリアン以外の方がお読みになっても、ロ
ータリーの理念や活動がお分かりいただける
ような編集になっています。同時に生活に役
立つ情報、社会の話題を取り上げることで内
容の充実が図られています。

鹿沼ロータリークラブ

強化月間委員長寄稿��

「ロータリーの友」を活用してロータリアンの
視野を広める事が出来ます。
日本の「ロータリーの友」は、国際ロータリー
に地域雑誌の機関誌として認可されていま
す。このような地域雑誌は、世界に30誌以上あ
ります。それに加えアメリカの国際ロータリー
世界本部で編集・発行している英語で書かれ
ているＲＩの機関誌『Rotary』があります。
私達はこの『Rotary』或いは「ロータリーの友」
を読むことがロータリアン3大義務の一つとな
っています。
「ロータリーの友」は、電子版でもご利用頂け
ます。また、『友』公式Facebookもあります。
これらを、私たちの人生を豊かにするための
視野を広げる手段として楽しんで下さい。
このことが、RI会長のメッセージ「ロータリー
のマジック」に繋がります。
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鈴木  良男
ロータリー月間に際して
「ロータリーの友」～ロータリーを楽しもう～

https://www.rotary-no-tomo.jp/
「ロータリーの友」



宇都宮陽東ロータリークラブ

2024年7月24日
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　2024年7月24日（水）ベルヴィ宇都宮に
て、市田登ガバナー、西根伸行ガバナー補佐
をお迎えしてガバナー公式訪問が実施され
ました。
　当日は例会に先立ち、午前11時より会長・
幹事会が開催され、当クラブからは佐貫直
通パストガバナー、広瀬会長、玉野会長エレ
クト、小花幹事、増渕幹事エレクトが出席し
ました。
　現況報告書をもとに当クラブの特色や活
動状況についてお話をさせていただいたほ
か、会員増強の目標人数や退会防止の工夫
点など様々な意見交換をさせて頂きました。
市田ガバナーからは「何か地区への要望は
ありますか？」とのお気遣いも頂きました。
　例会のガバナーアドレスでは、ステファニ
ーA・アーチックRI会長の方針「ロータリーの
マジック」の講演についてプロジェクターを
用いてご教示いただき、続いて市田ガバナ
ーの地区目標・方針を丁寧にご説明いただ
きました。
　最後にはガバナーの地元である鹿沼市の
迫力あるお祭りや美しい自然のPR動画も拝
見させていただきました。

　例会後、会場の外階段にて集合写真を撮
影しました。終始和やかで、有意義なガバナ
ー公式訪問となりました。
　お忙しい中お越し頂き、誠にありがとうご
ざいました。
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小花 伸子幹 事会 長 広瀬 孝次

ガバナー公式訪問

ガバナー公式訪問��



大田原ロータリークラブ

2024年7月25日
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　7月25日、大田原市黒羽ホテル花月にて市
田登ガバナー公式訪問を開催しました。
　年度スタートして間もないタイミングでの
公式訪問でしたが、クラブ事務局の活躍で
現況報告書など完成しておりましたので準
備万端で公式訪問に臨むことができました。
　「2024-2025年度第2550地区の会員数を
1650人で試算して予算組したところ、実際
には会員数1533人で当初予想よりも110人
以上少ない予算で地区運営をスタートする
ことになりました。」というお話を市田登ガバ
ナーよりお聞きしました。会員数減少に対す
る危機感と会員増強に対する市田ガバナー
の強い思いが伝わる公式訪問でした。また、
日本のロータリーの女性会員比率は7％で、
RI全体の25％を大きく割り込んでいること
に加え、女性会員が入会することでクラブの
雰囲気が変わり、女性会員増強がクラブ活
性化に効果的であるというお話をお伺いし
ました。大田原クラブでは7月に女性会員が
1名入会しました。ガバナーよりバッチを授
与していただき、幸先の良いスタートが切れ
たと思います。
　また、ガバナーは地元の鹿沼市紹介の中

で、「鹿沼秋まつり」の話題に触れられまし
た。烏山の「山あげ祭」とともにユネスコ無形
文化遺産登録されているそうです。
　絢爛豪華な彫刻を施した屋台が26台。お
囃子が音色を奏でながら屋台を曳きまわす
お祭りの様子を詳しくお聞きすることができ
ました。屋台同士が向かい合いお囃子を競
演する「ぶっつけ」は大変な盛り上がりを見
せるそうです。
　大田原市でも9台の屋台が結集する「屋台
まつり」が4月に行われています。ガバナーの
卓話後の質疑では｛屋台」の話題で盛り上が
り、終始和やかな雰囲気で公式訪問を無事
に終えることができました。
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吉川 秀之幹 事会 長 橋本 忠明

ガバナー公式訪問



烏山ロータリークラブ

2024年7月30日
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　去る7月30日、第2グループで初めての公
式訪問が那須烏山市松月にて開催されまし
た。市田ガバナー、福田ガバナー補佐、随行
として鹿沼ロータリークラブの地区副幹事
の日向野様、狐塚様にも烏山ロータリークラ
ブにお越しいただきました。
　はじめに午前11時より福田ガバナー補佐
進行の元、ガバナーと会長幹事を交えた会
長幹事会を行いました。内容は少人数クラ
ブのこれからの在り方や青少年交換留学生
のホストファミリーのことなど多岐にわたり
懇談させていただきました。
　午後12時30分より市田ガバナー公式訪問
例会を開催いたしました。食事のあと会長点
鐘、国歌斉唱、ロータリソング奉仕の理想を
斉唱し、会長歓迎のあいさつ、ガバナーとの
バナーの交換を行い、市田ガバナーより卓
話をいただきました。市田年度の『ロータリ
ーを楽しもう』という地区目標をお話いただ
きました。少人数のクラブだからできること
はあると思いますが、例会のマンネリ化の打
破や月ごとのロータリーの目標と合わせた
例会の運営等のアドバイスをいただきまし
た。その後RI会長の方針のVTRを拝聴しまし

た。結びに点鐘し、記念撮影をしてガバナー
公式訪問を収めました。
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堀江 竜也幹 事会 長 滝口 貴史

ガバナー公式訪問



真岡ロータリークラブ

2024年8月1日
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　2024年8月1日、今年度のRI2550地区ガ
バナー市田登氏が、高山地区副幹事、湯澤
鹿沼RC会員と第4グループ栁澤ガバナー補
佐、事務局長近能様と共に真岡RCに来訪さ
れました。
　ガバナー公式訪問例会には独特の緊張感
があります。
例会場に入場される際も、我々は尊崇の念
を込めて拍手でお迎えしました。
市田ガバナーのお話しされる様子は温和
で、若い会員でも気軽にお声掛けできるよう
な雰囲気を醸し出されているように感じまし
た。
　ガバナーアドレスでは、今年度RI会長のテ
ーマのおさらいから地区の目標、さらには3
年間の目標なども紹介され、最後には鹿沼
市のPRビデオも放映されました。
当クラブの新入会員西村英人氏がこの公式
訪問例会に初めて参加し、ガバナーからバッ
ジを授与されるという僥倖に恵まれていま
す。新会員は殊更バッジの重みを感じたこと
でしょう。
　なお、例会に先立って、当クラブ会長中
川、幹事小金、次年度会長栁田が参加し、市

田ガバナー、高山副幹事、湯澤会員、栁澤ガ
バナー補佐、近能事務局長との懇談会が開
かれております。
　事前の予定では、ガバナーアドレス終了後
に1時間のオープンディスカッションが組ま
れていましたが、諸事情により実現できませ
んでした。事前に質問事項を用意していた会
員もいたので、その点はやや残念に思えたと
ころです。
　この公式訪問例会が、当クラブ会員のロー
タリー活動のモチベーションとなることを祈
っております。
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小金 幹典幹 事会 長 中川 宏行

ガバナー公式訪問



宇都宮90ロータリークラブ

2024年8月5日
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　当クラブもロータリークラブ全体の問題
である、会員増強を今年度の重要課題と位
置づけています。数年前には50名を超える
会員を擁しておりましたが、コロナ禍により
会員減少に歯止めがかからず、本年度の開
始時には40名を切る状況でした。そのため、
ガバナー訪問時にこの問題について市田ガ
バナーと協議させていただく重要な機会と
して臨みました。
　会長幹事懇談会においても、市田ガバナ
ーより地区の最重要課題として会員増強を
位置づけている旨のお話があり、当クラブと
して新入会員を増やすとともに退会を防止
するための方策としてオープン懇親例会や
魅力ある例会にするために職場訪問例会を
増やしていることをお話しさせていただき、
併せて地区に対してはロータリーの魅力を
わかりやすく外部に発信するために、野球・
ゴルフ以外のクラブを横断する企画の検討
をお願いしました。さらにガバナーに対し、
現在の物価上昇による運営費の増加による
予算不足に対する当クラブの対応をお話し
させていただきました。
　これに続く例会においては、会員に対して

ＲＩの方針についてガバナーよりわかりや
すくお話いただきました。
　限られた時間ではありましたがガバナーと
非常に有意義な意見交換ができ、今後のクラ
ブ運営にどこまで反映できるかを検討してい
きたいと考えています。
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増田 智義幹 事会 長 床井 忠夫

ガバナー公式訪問



 

2024.8.7  市田 登ガバナー公式訪問 

馬頭小川ロータリークラブ 

会長 髙野 徹也 

幹事 大熊 貞雄 

 

2024 年 8 月 7 日（水）午前 11 時、市田 登ガバナー、福田長弘ガバナー補佐、鹿沼 RC より随行の加藤

昌彦地区副幹事様と川邉 清地区副幹事様をお迎えして、ガバナー公式訪問が行われました。 

 初めに、会長幹事懇談会が開催され、当クラブから、髙野会長、大熊幹事、塩澤副会長、田所副幹事

が出席し、クラブの現状や問題点等意見交換を行い、特に会員増強の件、各クラブは基より地区全体と

しても前年から 60 数名減少しており、若手会員、女性会員も含め増強が急務の事で、当クラブに於いて

も今年 2名の退会者があり、最低 2名を目標に髙野会長も強い意志をお伝えしたところでした。こうした

中で、今月 1名の新入会員がおり、この後の例会に於いて、新入会員セレモニーの際にガバナーよりバ

ッジを付けて頂き、激励のお言葉を賜りました。新入会員も緊張した趣でしたが直ぐに和やかなムードに

なり、新年度早々明るいスタートになったのではないかと思います。 

 例会では、市田ガバナーより、今年度 RI 会長ステファニー・アーチェック氏のテーマ「ロータリーのマジッ

ク」（ロータリーの奉仕の意義を改めて気づかされて）、ガバナーは共に感謝の心を持ち、明日への生きる

術になること、まさにロータリーの奉仕の理想がここにあるとの考えを気づかされたと仰られました。 

今年度の地区のテーマ「ロータリーを楽しもう」です。ロータリーの楽しみを知り、真の楽しみを見つけ、ロ

ータリアンで良かった、この喜びを一人でも多くの人に分かち合いたいという心が会員増強に繋がって行

くものとの想いを述べられました。 

 市田ガバナーからの心温まるお話、アドバイスを頂戴し、これからのクラブ運営、会員増強に活かしてま

いりたいと思います。公式訪問、誠にありがとうございました。会員一同心より御礼申し上げます。 

馬頭小川ロータリークラブ

2024年8月7日
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　2024年8月7日（水）午前11時、市田登ガ
バナー、福田長弘ガバナー補佐、鹿沼RCより
随行の加藤昌彦地区副幹事様と川邉清地区
副幹事様をお迎えして、ガバナー公式訪問
が行われました。
　初めに、会長幹事懇談会が開催され、当ク
ラブから、髙野会長、大熊幹事、塩澤副会長、
田所副幹事が出席し、クラブの現状や問題
点等意見交換を行い、特に会員増強の件、各
クラブは基より地区全体としても前年から
60数名減少しており、若手会員、女性会員も
含め増強が急務の事で、当クラブに於いて
も今年2名の退会者があり、最低2名を目標
に髙野会長も強い意志をお伝えしたところ
でした。こうした中で、今月1名の新入会員が
おり、この後の例会に於いて、新入会員セレ
モニーの際にガバナーよりバッジを付けて
頂き、激励のお言葉を賜りました。新入会員
も緊張した趣でしたが直ぐに和やかなムー
ドになり、新年度早々明るいスタートになっ
たのではないかと思います。
　例会では、市田ガバナーより、今年度RI会
長ステファニー・アーチェック氏のテーマ「ロ
ータリーのマジック」（ロータリーの奉仕の

意義を改めて気づかされて）、ガバナーは共
に感謝の心を持ち、明日への生きる術になる
こと、まさにロータリーの奉仕の理想がここ
にあるとの考えを気づかされたと仰られまし
た。
今年度の地区のテーマ「ロータリーを楽しも
う」です。ロータリーの楽しみを知り、真の楽
しみを見つけ、ロータリアンで良かった、この
喜びを一人でも多くの人に分かち合いたい
という心が会員増強に繋がって行くものとの
想いを述べられました。
　市田ガバナーからの心温まるお話、アドバ
イスを頂戴し、これからのクラブ運営、会員増
強に活かしてまいりたいと思います。公式訪
問、誠にありがとうございました。会員一同心
より御礼申し上げます。
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大熊 貞雄幹 事会 長 髙野 徹也

ガバナー公式訪問



「ローターアクトとは・・・そしてこれらか」

ローターアクト学びの交流会

2024年6月22日
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開催日時：2024年6月22日（土）13：00～
開催場所：ニューミヤコホテル 足利本館3階
参加人数：32名（RC:10名、RAC: 22名）

■交流会目的・趣旨
　足利東ローターアクトクラブは、約3年前
を最後にメンバーの大学卒業時期とコロナ
ウイルス流行が重なり、活動を一時中断して
いましたが、今年度より活動を本格的に再開
する運びとなりました。活動を再開するに当
たり、パスト会長の田邉が、2016-17年度地
区ローターアクト代表を務めた経験から今
一度、地区内アクターの結集を図りたいと考
えていました。今回は“ローターアクト学びの
交流会”を開催し、ローターアクトについて
基礎から学び、情報交換、資質の向上、およ
び相互の懇親等を活性化することを目的と
していました。これにより各々のリーダーとし
ての資質を高めるだけでなく、各クラブのさ
らなる発展、活性化を支える気づきの機会と
なるよう開催を致しました。

■交流会テーマ『ローターアクトとは.. .そし
てこれから』
　ローターアクトは、奉仕活動を通して地域
社会、さらには世界の人々との親睦を深める
と共に、若者の専門的技能や指導力を養うこ
とを基本方針としています。私たちは日々の
ローターアクトの活動に取り組む中で、“奉仕
を通した親睦とは何か”、“そもそも奉仕とは?
親睦とは?”、“リーダーシップや責任感はどの
ようにして身につき、発揮できるのか”等の疑
問や新たな意欲を感じてきました。このよう
な問題意識をもち、実践していくことがロー
ターアクトならではの良さと考えました。今
回の交流会では『奉仕』『親睦』『リーダーシッ
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実施行事報告��

田邉 裕司2023-24年度 会長
足利東ローターアクトクラブ



プ』をキーワードに掲げ、グループワークを
行ない、ローターアクトの原点を見つめ直し
たい思いから、本テーマを設定しました。

■メインプログラムについて
メインプログラムではまず始めに、第2750
地区東京銀座ローターアクトクラブの、
天野景太氏を講師としてお招きし、「ロータ
ーアクトについて」をテーマに御講演いただ
きました。ロータリーの歴史やロータリアン
から見たアクトの存在意義、アクトの魅力な
ど、とても充実した内容の発表を行っていた
だきました。
講演会の後は、グループワークを行いまし
た。グループワーク①では、ローターアクト
について『奉仕』『親睦』『リーダーシップ』の
何が一番重要かを各々が決定し、意見が同
じ人同士でグループを作成し、意見交換をし
ました。グループワーク②では、席替えを行
い『奉仕』『親睦』『リーダーシップ』のそれぞ
れの意見を持ったグループを作成し、意見
交換を行い、更にそのグループを仮想のロ
ーターアクトクラブとして、お題として設定さ
れたグループの背景から課題を見つけて、
活動内容を企画するところまで行いました。
そして最後は、グループ②で企画した活動内
容を各グループにて発表を行い、メインプロ
グラムは終了しました。

■まとめ
参加されたロータリアンやアクターからは

「アクトについて学ぶ機会があり大変良かっ
たです」「アクターだけではなく、ロータリア
ンとしても良い学びになりました」「同地区

のアクターとこのような形で交流ができて、と
ても嬉しかったです」などの感想をいただき
ました。また、開催にあたりご協力いただき
まし た 、ロ ー タリア ン の 皆 様 、並 び に
Faci l i tator役の皆様、アクターの皆様、誠に
ありがとうございました。
また、当プログラムの記念誌も作成しました
ので、写真のQRコードよりご覧ください。活
動内容は随時Instagramにて広報しておりま
すので、こちらもQRコードからフォローお願
い致します。
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実施行事報告�� ローターアクト学びの交流会

ローターアクト学びの交流会
記念誌QRコード

Instagram QRコード

@ASHIKAGA.EAST.RAC

https://drive.google.com/file/d/1dSpmNMDZiv524snu-zFv0N-UFiLqg3pI/view
https://www.instagram.com/ashikaga.east.rac/


第28回インターアクト年次大会

2024年8月9日
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　2024年8月9日宇都宮市文化会館小ホー
ルにて、「第28回インターアクト年次大会」が
開催されました。
　大会テーマは「フィクションが創造する多
様性～What is True Freedom of Expression
～」。ホスト校は栃木県立宇都宮女子高等学
校白百合インターアクトクラブ、スポンサー
クラブは宇都宮ロータリークラブでした。会
場には16のインターアクトクラブ（IAC）より
インターアクター119名、顧問教師20名、市
田登ガバナーほか3名の来賓を含むロータ
リアン40名、総勢約180名が参加されまし
た。

●開会式
開式のことばを宇都宮女子高等学校IAC副
部長の麓由希恵さん、歓迎のことばと大会テ
ーマについての思いをIAC部長の山木伸子
さんが話され、続いてスポンサークラブの明
賀一博会長、ホスト校の前橋均校長からも
歓迎のことばがありました。その後、市田登
ガバナーから来賓の挨拶を頂き、開会式を
終了しました。

●研修Ⅰ　各学校活動報告
各校代表者から、パワーポイントなどを駆使
しての活動報告がありました。会場のインタ
ーアクターたちは、他校の取り組みに対して、
熱心に耳を傾けていました。

●研修Ⅱ　基調講演
午後からは「共感力を育む演劇」という演題
で、とちぎ未来大使で俳優、脚本家、プロデュ
ーサー、バイリンガルアナウンサーなど多方
面で活躍する岩瀬顕子様が登壇されました。
講師の岩瀬さんは、本大会のホスト校の卒業
生で、高校時代にはロータリークラブのお世
話になり留学をされています。その高校時代
の留学を含む実体験と人との出会いが、現在
の演劇という仕事に繋がってゆき、新たな経
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井上 加容子
宇都宮ロータリークラブ

青少年奉仕委員会 委員長



験や出会いを生み、そして共感力が育まれ
ていくという講話に、来場者は興味深く聞き
入っていました。

●研修Ⅲ　ワークショップ
会議室に移動し、インターアクターをランダ
ムにチームに分けし、ホスト校の生徒がナビ
ゲート役として参加。講師の岩瀬さんにも助
言を頂くかたちでグループディスカッション
が開催されました。
テーマは「～結婚式（披露宴）を計画しよう
～」です。結婚式には様々な事情を持ったゲ
ストが参加されます。多様性を持つゲストへ
の配慮、自身の考えや予算とのバランスなど
をディスカッションしました。他校生とのチ
ームであるため、「意見が出ないのでは？」と
の不安もありましたが、予想に反して多くの
意見が飛び交っていました。
小ホームに戻り、代表者がワークショップを
まとめた内容を発表。講師の岩瀬さんから
は、脚本家ならではの厳しい講評をいただ
きました。
最後には、サプライズで宇都宮女子高等学
校IAC部長の山木さんから、高校の大先輩で
ある岩瀬さんへ、心のこもったお礼のことば
が述べられました。

●閉会式
閉会式では、地区インターアクト委員会の磯
貝太委員長から、ユーモアかつ熱い講評を
いただき。約5時間にわたる大会を無事に終
了しました。

ホスト校のインターアクターたちは、一年前

から大会に向け仲間を増やして準備を始め
ました。当日の朝、全員が不安げな顔をして
いましたが、リハーサル、来場者受付、会場内
誘導、式典サポート、昼食の準備や撤収、ワ
ークショップでのナビゲートなど、ホスト校と
しての役割を一つずつ経験するたび、自信に
満ち溢れた明るい笑顔に変わっていったの
が印象的でした。インターアクターの傍らで、
陰ながらサポートしてきたロータリアンたち
も感動の一日となり、若い力に無限の可能性
を感じる年次大会となりました。
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実施行事報告�� ローターアクト学びの交流会
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宇都宮西RC

(いとう いっぺい)
伊東 一平

伊東写真館
代表

創業71年伊東写真館の２代目です。
どうぞよろしくお願い致します。

2024.7.18入会
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新入会員紹介��

小山中央RC

(ふじもと かずとし)
藤本 和利

ふじせい工業(株)
代表取締役

どうぞよろしくお願い致します。

2024.8.5入会

馬頭小川RC

(ほんだ みちお)
本多 美智男

(株)ダイサン印刷
取締役部長

新しいご縁が広がることを楽しみにし
ております。

2024.8.7入会

宇都宮東RC

(つじ よしのり)
辻 善文

(株)辻由
代表取締役

ロータリー奉仕理念を学び、自己成長と
多くの人との交流を大切にしたいです。

2024.7.23入会

真岡RC

(にしむら ひでと)
西村 英人

居酒屋 新昇
店長

一期一会。よろしくお願い致します。

2024.8.1入会

新入会員

足利RC

(ほそがい なおき)
細貝 直樹

(福)両崖福祉会　
清明苑・施設長

奉仕活動や交流を通して、ロータリア
ンとしてクラブの一員となれるように
努力してまいります。

2024.8.1入会

田沼RC

(よこた まこと)
横田 誠

有限会社ヨコタスポーツ
従業員

地元地域の発展に貢献できるよう、ロー
タリー活動を通じて研鑽に努めます。

2024.7.2入会

田沼RC

(あおき だいすけ)
青木 大輔

青木エステート(有)
代表取締役

はじめまして。こんにちは。青木と申し
ます。よろしくお願いします。

2024.7.2入会

田沼RC

(きむら かずなり)
木村 一成

木村土建(株)
代表取締役

よろしくお願いします。

2024.7.2入会

栃木南RC

(いちかわ たかし)
市川 隆司

(株)トイテック
代表取締役会長

よろしくお願い致します。

2024.5.9入会
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ー物故会員ー

なかむら   よしたつ

中村 吉辰

ポール・ハリス・フェロー

2024年7年30日逝去(享年59歳)
所属：宇都宮東ロータリークラブ

きくち      けんじゅ

菊地 憲壽

1997-98年度 副SAA
1998-99年度 副幹事
2000-01年度 スマイルボックス委員長
2002-03年度 R米山記念奨学会委員長
2003-04年度 国際奉仕委員長
2004-05年度 副SAA 
2005-06年度 職業奉仕委員長
2007-08年度 親睦委員長
2008-09年度 出席委員長
2009-10年度 クラブ奉仕委員長
2015-16年度 出席委員長

2024年8年23日逝去(享年83歳)
所属：宇都宮東ロータリークラブ

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 1回

追 悼
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主要行事予定��

2025年主要行事予定 3月まで

2024年主要行事予定
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地区会員増強・公共イメージ合同セミナー
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会員数報告��

国際ロータリー第2550地区７月会員数報告

クラブ名 例回数
会　員　数

40歳未満 クラブ名
① 7月１
日現在の
会員数7月1日 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減 内女性　

会　員

第
1
グ
ル
ー
プ

大田原 3) 19 19 2 2 2 2 0 2 0 大田原 19
黒　磯 3) 33 33 0 0 0 0 0 3 0 黒　磯 33
西那須野 3) 43 44 2 1 2 1 1 3 0 西那須野 43
黒　羽 3) 7 7 0 0 0 0 0 0 0 黒　羽 7

大田原中央 2) 21 20 1 2 1 2 -1 1 0 大田原中央 21
第
2
グ
ル
ー
プ

烏　山 3) 14 14 0 0 0 0 0 2 0 烏　山 14
氏　家　 3) 27 27 0 0 0 0 0 3 1 氏　家　 27
馬頭小川 4) 15 15 0 0 0 0 0 0 0 馬頭小川 15
高根沢 4) 11 11 0 0 0 0 0 0 0 高根沢 11

第
3
A
グ
ル
ー
プ

宇都宮 4) 93 94 1 0 1 0 1 3 1 宇都宮 93
宇都宮西 4) 64 65 1 0 1 0 1 0 1 宇都宮西 64
宇都宮北 4) 38 39 1 0 1 0 1 0 0 宇都宮北 38
宇都宮90 4) 38 39 1 0 1 0 1 5 3 宇都宮90 38
宇都宮陽北 4) 48 51 4 1 4 1 3 8 3 宇都宮陽北 48

第
3
B
グ
ル
ー
プ

宇都宮東 5) 102 102 1 1 1 1 0 0 2 宇都宮東 102
宇都宮南 4) 56 56 0 0 0 0 0 6 0 宇都宮南 56
宇都宮陽東 5) 48 48 0 0 0 0 0 10 0 宇都宮陽東 48
宇都宮陽南 4) 19 19 0 0 0 0 0 5 3 宇都宮陽南 19
宇都宮さつき 3) 23 23 0 0 0 0 0 4 2 宇都宮さつき 23

第
4
グ
ル
ー
プ

真　岡 4) 49 49 0 0 0 0 0 0 0 真　岡 49
益　子 4) 32 33 1 0 1 0 1 3 0 益　子 32
真岡西 5) 38 38 0 0 0 0 0 5 0 真岡西 38
下野上三川 4) 21 22 1 0 1 0 1 3 1 しもつけ 21

第
5
グ
ル
ー
プ

小　山 4) 18 20 2 0 2 0 2 1 0 小　山 18
小山南 4) 15 16 1 0 1 0 1 2 0 小山南 15
小山東 3) 22 22 0 0 0 0 0 0 0 小山東 22
小山北 4) 24 24 0 0 0 0 0 0 2 小山北 24
小山中央 3) 23 24 1 0 1 0 1 2 0 小山中央 23

第
6
グ
ル
ー
プ

栃　木 5) 43 43 0 0 0 0 0 5 0 栃　木 43
栃木西 4) 29 29 0 0 0 0 0 0 0 栃木西 29
岩　舟 2) 8 8 0 0 0 0 0 0 0 岩　舟 8
壬　生 4) 16 16 0 0 0 0 0 1 0 壬　生 16
栃木南 4) 35 37 2 0 2 0 2 8 1 栃木南 35

第
7
グ
ル
ー
プ

日　光 3) 17 18 1 0 1 0 1 4 0 日　光 17
鹿　沼 4) 63 63 0 0 0 0 0 2 4 鹿　沼 63
今　市 2) 37 39 2 0 2 0 2 1 1 今　市 37
鹿沼東 4) 41 41 0 0 0 0 0 5 0 鹿沼東 41
鹿沼中央 2) 11 11 0 0 0 0 0 1 0 鹿沼中央 11
今市きぬ 2) 26 26 0 0 0 0 0 0 0 今市きぬ 26

第
8
グ
ル
ー
プ

足　利 2) 20 21 1 0 1 0 1 2 0 足　利 20
足利東 3) 38 38 0 0 0 0 0 2 0 足利東 38
足利西 2) 10 11 1 0 1 0 1 0 0 足利西 10

足利わたらせ 3) 28 28 0 0 0 0 0 0 0 足利わたらせ 28
第
9
グ
ル
ー
プ

佐　野 4) 47 48 1 0 1 0 1 0 0 佐　野 47
葛　生 3) 39 39 0 0 0 0 0 0 0 葛　生 39
田　沼 4) 43 45 3 1 3 1 2 0 0 田　沼 43
佐野東 3) 21 21 0 0 0 0 0 2 0 佐野東 21
47RC 1533 1556 31 8 31 8 23 104 25 48RC 1533
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地区大会のご案内��

① 7月１
日現在の

③ うち
今月入会
した新会
員数

⑤ うち
今月退会
した会員
数
2 2

2 1

1 2

1
1
1
1
4 1

102 1 1

1

1
2
1

1

2
1

2

1

1

1

3 1

1533 31 8

２０２４ー２０２５年度　国際ロータリー第２５５０地区　地区大会事務局２０２４ー２０２５年度　国際ロータリー第２５５０地区　地区大会事務局
ガバナー事務所内ガバナー事務所内

〒321-0945 宇都宮市宿郷 5-21-15 ベルヴィ宇都宮内〒321-0945 宇都宮市宿郷 5-21-15 ベルヴィ宇都宮内
TEL028-651-2550 FAX028-651-2551 E-mail m2550@agate.plala.or.jpTEL028-651-2550 FAX028-651-2551 E-mail m2550@agate.plala.or.jp
ホストクラブ：鹿沼 RC  コ・ホスト：鹿沼東 RC　鹿沼中央 RCホストクラブ：鹿沼 RC  コ・ホスト：鹿沼東 RC　鹿沼中央 RC

15：40 ～15：40 ～

13：30 ～13：30 ～
会場：ホテル東日本宇都宮会場：ホテル東日本宇都宮

会場：ホテル東日本宇都宮 17：30 ～会場：ホテル東日本宇都宮 17：30 ～

会場：かぬまケーブルテレビホール会場：かぬまケーブルテレビホール
11：25 ～11：25 ～

9：00 ～9：00 ～

15：25 ～15：25 ～

「ロータリーを
　　　楽しもう」

３０日

１日

※参加自由※参加自由
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８／１１ （金） 会場：鹿沼カントリー倶楽部
記念ゴルフ大会

30／１１ （土） 会場：ホテル東日本宇都宮
会長・幹事会

／１１
【地区大会研修会】

〈午前の部〉

〈午後の部〉会場：ホテル東日本宇都宮
RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会30／１１ （土）

１７：００　受付・登録開始
１７：３０　RI会長代理ご夫妻入場
１７：３５　開会の言葉
１７：４０　オープニングコンサート
　　　　　   「古峯神社雅楽部」
１８：００　歓迎の言葉
　　　　　   RI会長代理ご夫妻・ご来賓紹介
　　　　　   ガバナー挨拶
　　　　　   RI会長代理ご挨拶
１８：２５　乾杯・祝宴
１９：５５　手に手つないで
２０：００　閉会の言葉

１３：１５　特別参加者紹介
　　　　　  青少年奉仕
　　　　　  RYLA・インターアクトクラブ・青少年交換学生
　　　　　  ロータリー財団学友会紹介
　　　　　  米山学友・奨学生紹介
１４：１５　ガバナー補佐紹介
　　　　　  ロータリークラブ紹介
１４：３５　ローターアクトクラブ紹介
１４：４５　ガバナーエレクト、ガバナーノミニー紹介
　　　　　  ガバナーエレクト挨拶
　　　　　  ガバナーノミニー挨拶
１４：５５　次期地区大会開催ホストクラブ代表挨拶
１５：００　RI会長代理所感
１５：０５　ガバナー謝辞
１５：１０　閉会の言葉
　　　　　  閉会・点鐘

１５：２５　ジャズコンサート
　　　　　  「根市タカオジャズカルテット」　
１６：３０　ロータリーソング
　　　　　  「手に手つないで」

～～～　小ホールへ　会場移動　～～～

１３：００　受付
１３：２５　RI会長代理ご入場
１３：３０　開会・点鐘
　　　　　  国歌・ロータリーソング斉唱
１３：３５　開会の言葉
　　　　　  RI会長代理ならびに来賓紹介
１３：５０　ガバナー挨拶　　　　　　　　　　　　　
１４：００　RI会長代理挨拶
１４：２０　地区会計収支報告　監査報告　承認
１４：３５　２０２３－２０２４年度各種表彰
　　　　　  米山記念奨学会及びロータリー財団表彰
１４：４５　地区委員会報告
１５：１５　閉会・点鐘

１５：３０　開会・点鐘
　　　　　  ガバナー挨拶、並びに講師紹介
１５：４０　特別講演1
　　　　　       演題「ロータリーの楽しみとは」
　　　　　   質疑応答・謝辞
１６：５０　閉会・点鐘　

１／１２ （日） 会場：かぬまケーブルテレビホール
地区大会本会議

　８：３０　受付・登録開始
　９：００　RI会長代理ご夫妻入場
　９：０５　開会・点鐘
　　　　　  国歌・ロータリーソング斉唱
　　　　  　物故者黙祷　
　９：１５　開会の言葉
　　　　　  歓迎の言葉
　９：２５　RI会長代理紹介
　　　　　  ご来賓・地区外ロータリアン紹介
　９：３５　ガバナー挨拶並びに地区現況報告
　９：４５　RI会長代理挨拶並びにRI現況報告
１０：１５　大会委員会報告並びに上程
　　　　　  登録委員会・資格審査委員会
　　　　　  決議委員会・大会決議案採択
　　　　　  選挙管理委員会
１０：３５　来賓祝辞　　　
　　　　　  栃木県知事　福田 富一様
　　　　　  鹿沼市長　　松井 正一様
　　　　　  祝電披露
　　　　　  記念事業目録贈呈
１０：５５　各種表彰
　　　　　  ロータリー奉仕部門賞・R財団大口寄付者表彰　　　　　　　　　
　　　　　  ガバナー賞・会員増強優秀賞・地区功労賞
　　　　　  財団地区功労賞・記念ゴルフ大会表彰
１１：１５　記念品贈呈
　　　　　  RI会長代理ご夫妻
　　　　　  直前ガバナー、直前地区幹事、直前会計長
１１：２５　特別講演２
　　　　　  演題「シウマイの街鹿沼～崎陽軒の発展～」
　　　　　  崎陽軒　野並 直文会長
１２：２５　諸事連絡
１２：３０　昼食・休憩　「シウマイ弁当」

〔 〕

かぬまケーブルテレビホールホテル東日本宇都宮

30／１１ （土） 会場：ホテル東日本宇都宮
地区大会研修会

※参加自由
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地区大会記念ゴルフ大会のご案内��
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要項・名簿
ダウンロードは
こちら

https://drive.google.com/file/d/1zxkpADRDVVKzLRxeeamHInBOCw43JOxJ/view?usp=sharing
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コーディネーターNEWS��

 

「クラブが個性を保持しつつ成長していくには？」 

 

第3地域 ロータリーコーディネーター 中川 基成 （あすかRC） 

 
いかなる組織も結成されて時間が経過すると、その組織の理念のもとに積み重

ねられた歴史や人間関係を通じて独自の組織風土ができあがり、やがてそれが組

織の個性となっていきます。 

魅力的で良き個性はその組織を支え成長させる原動力にもなります。言い換えれ

ば、組織において個性と成長は両立もしくは連動していくといってもよいでしょう。 

 

 ロータリークラブも同様に各クラブにはそれぞれの個性があります。 

しかし、残念ながらクラブ独自の個性があっても、成長できないでいるクラブも多く

あります。クラブに出来上がった個性は簡単に捨てることや変えることは難しいです

が、誰から見ても魅力的な個性に高めていく努力はクラブの成長のためには必要

であります。 

では、ロータリーにおける魅力的で良き個性とは、如何なるものでしょうか？ 

まずは、ロータリーの奉仕の理念に集った会員諸氏が、5つの中核的価値観 即ち奉仕、親睦、リーダーシップ、多様性、

高潔性をしっかりと堅持して会員同士が互いに学び合うことです。 

また、一部の会員だけではなく、できるだけ多くの会員がクラブの奉仕活動に参加行動することによって一体感が醸成さ

れ、そのクラブの魅力が生まれて、より良き個性が育っていくものと思います。 

 

 自クラブに対する客観的考察の第一歩として、クラブの会員全員に対して会員満足度調査（My Rotary にひな形あり

ます）をお勧めします。それをもとに会員同士でクラブの現状と将来についてお互いの率直な意見交換をしていくことが、

クラブの成長への第一歩を踏み出す契機になると思います。 

さらにクラブ活性化の重要なキーポイントは、行動計画（Action Plan）の推進であります。 

行動計画に沿ってクラブが 3年目標（3-Year Rolling Goals）を設定するネライは次の3点であります。 

1. 継続性があること ２．シンプルで整合性があること ３．地域適応力があること 

是非、ロータリーの行動計画にある 4つの優先事項に基づいて、自クラブの振り返りと新たな取組によってクラブの活性

化を図ることが強く望まれます。 

（ 4つの優先事項： ・より大きなインパクトをもたらす ・参加者の基盤を広げる  

・参加者の積極的なかかわりを促す ・適応力を高める   ） 

 

 ロータリーでは年齢や経験を問わず、様々なプログラムの奉仕活動やラーニングをつうじて、人生を学び成長する機

会を得ることができます。それがロータリーのかけがえのない魅力となって、クラブが成長し、質・量ともなった会員増強

につながっていくものと確信いたします。 
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DEI と Belonging 

 

第2地域 ロータリー公共イメージコーディネーター 神野 正博 （七尾RC） 

 

7月 26日に開幕したパリオリンピックは、多くの感動を私たちに与えてくれまし

た。特に開会式は、某新聞の見出しを借りれば、まさに「寛容な社会」を訴えるメッセー

ジ性の高いものでした。 

Diversity多様性をEquity公平に Inclusion インクルージョンすること、すなわ

ち、紛争と分断の時代だからこそ、「多様性のある人々を等しく一人残さず受け入れる

寛容さ」を求めたものだったと言えるのではないでしょうか。そんな意味で、ロータリー

のDEI は世界における社会活動の潮流の先端にある考え方と言っていいでしょう。 

さて、皆さまが愛読している（はずの）雑誌、『ロータリーの友』は国際ロータリーの

地域公式雑誌として、紙媒体でも届けられますが、電子版アーカイブとして、私たちは

最新号からバックナンバーまでを見ることができます。そして、私は、毎年、考え抜か

れた配色で表紙にRI会長が登場する 7月号を楽しみにしています。それは、7月号

のRI指定記事（全世界共通記事）である会長メッセージとカバーストーリーに、その年度のリーダーが何を一番言いた

いのかが出てくるからなのです。これは各地区のガバナー月信第 1号の7月号のガバナーメッセージも然りかもしれま

せん。 

メンタルヘルスを強調したゴードン R. マッキナリー2023-24年度RI 会長の第一声は、「ロータリーは会員と世界

の人々のために動き、恒久的な平和を築くために尽力し、全ての活動に帰属意識とインクルージヨンを浸透させていま

す。」でした。そして、ステファニーA. アーチック 2024-25年度RI会長の第一声は「ロータリーが本領を発揮できる

のは、クラブでインクルージョンと帰属意識が育まれたときです。実際、帰属意識こそが「ロータリーのマジック」そのもの

だと言っても過言ではありません。インクルージョンと帰属意識に焦点を当てれば、共通の目的のために人々は結束しや

すくなります。」です。 

お二人とも、インクルージョンと帰属意識Belonging を強調したことは偶然ではないと思います。会員数の漸減に悩

むロータリーにとって、多様な仲間を受け入れ Inclusion、会員の帰属意識を育むことこそ、退会防止につながるから

です。 

なぜ、ロータリーに帰属しているのか？一人ひとりの会員に、会員の数だけの理由とストーリーがあるはずです。その

ストーリーのための奉仕活動や親睦活動があるはずです。そして、そのストーリーを外部や内部に広報することで、ロー

タリーの公共イメージが向上し、より強い帰属意識が涵養されるのではないでしょうか。 
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EMGA として 

 

第 1地域 恒久基金・大口寄付アドバイザー 細川 吉博 （帯広北RC） 
 
ロータリー財団の使命は『ロータリー会員が、人びとの健康状態を改善し、質の高い

教育を提供し、環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、世界理解、親善、平和

を達成できるようにすること』とされています。1917年に発足した財団はそれから 100

年以上に渡り世界中で積極的に活動してきました。1905年発足の国際ロータリーも行

動計画を定め、四つの優先事項を柱とする計画を立て、その時代の必要とする事項に適

応するようしてきました。しかし現在、世界の各地で今なお紛争や自然災害が発生して

いる状況が続いています。さらに驚異的に減少したとしてもなお命の危険に晒されるポ

リオの発生も存在します。 

その様な状況だからこそ、私たちロータリアンはグローバルな視点を持って平和や災害

の分野に積極的に目を向ける必要があるのではないでしょうか。年次基金や恒久基金、

ロータリー災害救援基金そしてポリオプラス基金、グローバル補助金への寄付について、その意義をご理解頂き、ぜひ

積極的にご寄付していただきたく思います。特に恒久基金につきましては、その寄付が将来にわたって末永くロータリー

活動を支えることを目的に、元金を使用せず、投資に運用し、運用益のみが使用されます。その運用益の使われ方では

寄付者が希望する分野を指定することもできます。ロータリー財団の 2025年までに 20億 2500万ドルの恒久基金

（一部誓約を含む）の目標はロータリーの活動を将来にわたり安定的に活性化していくものになると考えています。 

私たちひとりひとりの寄付や活動は小さく、まさに水滴が水面に落ちて広がる輪の様なものですが、その輪が集まること

で大きな波に、そして世界では大きなうねりになるのではないでしょうか。是非ロータリアンの力でそのうねりを起こしま

しょう。 

ロータリーでの「二つの公式標語」、「四つのテスト」を信念として活動することは、真のロータリアンとして私たちを社会

人として鍛え、成長させてくれます。この精神的に鍛錬する場を多くの人に広めて、より良い世界を実現していく必要が

あります。そのためにもロータリーのイメージ向上が必要です。ロータリー活動を活性化することは平和な世界を築くこ

とにつながると信じています。 

今年度はメジャードナー、アーチ・クランフ・ソサエティ（AKS）など認証された方の顕彰行事を計画しています。 

ご自身の成長の証としてそれぞれのレベルでの認証を目指していただければ幸いです。どうか恒久基金・大口寄付アド

バイザーの私たち 3名を活用していただけますよう宜しくお願いいたします。 
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お知らせ / コラム��

お知らせ

壬生ロータリークラブの事務局が例会場と
同じ住所になりましたので、ご案内させてい
ただきます。

コラム

鹿沼秋まつり彫刻屋台
ユネスコ無形文化遺産 国指定重要無形民俗文化財

　白木造り、脇障子のみ飾金具付黒漆塗、彫刻材はイチョウとも、栃とも
言われている。白木彫で一部朱入り。鬼板(おにいた)と懸魚(げぎょ)は、
2匹の豪壮な「雄竜」が、波間に相対じしたさまである。琵琶板や外欄間
は「尾長鳥に梅(一部桜)」を配し、緻密な「小桜」の技法を見せている。
彫刻は竜が中心となり、その見せ場は脇障子の「竜と虎」である。障子回
りも、うしろ障子も竜の彫刻である。
高欄下(こうらんした)及び車隠しは「牡丹に唐獅子」で統一されている。
厚みのある彫刻は安定感があり、均整のとれた彫刻屋台となっており、
全体的に丁寧なのみの冴えを見せている。
江戸期（年代不詳）製作の屋台で、彫師は戦前の調査では磯辺敬信であ
るという。昭和62年に屋根と台輪を、県・市の助成にて修復した。
平成13年には、文化庁の助成にて鬼板と懸魚が修復された。
　(昭和56年市指定有形文化財)

今月の彫刻屋台： 「天神町」

当主の瀧澤喜平治(1846年-1917年)は、栃木県会
議員、旧氏家町長、貴族院議員等を歴任。明治33年
4月9日に上棟した、県指定文化財の建物です。
鐵竹堂・蔵座敷・土蔵が当時の姿のまま残る屋敷
は、当時の景色と暮らしに想いを馳せる貴重な文化
財となっています。

2024年9月1日

ガバナー月信編集チーム
【発行責任者】
地区幹事　金子昭彦（鹿沼RC）

【メンバー】
櫻井武彦・瀬谷一世・星野詠一・香川道雄・
内野義忠・浅野知則　以上 鹿沼RC

今月号表紙
『瀧澤家住宅』さくら市(旧氏家町)

■壬生ロータリークラブ
　事務局住所の変更

下都賀郡壬生町壬生甲3705-1
星の宮カントリークラブ
TEL.0282-82-1128

変更後

市田ガバナー公式インスタグラム
市田ガバナーの活動の様子など
情報発信しています！
ぜひフォローお願いします。

@GOVERNOR_ICHIDA.2550

https://www.instagram.com/governor_ichida.2550/



